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１．研究計画の概要 
 オーストラリア熱帯に生息する小型のミド
リカッコウ類とその宿主の進化的軍拡競争
にかかわる、生態的、行動的特性を解明し、
托卵鳥研究にブレークスルーをもたらす。 
 
２．研究の進捗状況 
 順調に野外研究の 3 年間が経過し、アカメ
テリカッコウとその宿主の 2種のセンニョム
シクイについて、計 6回分の繁殖シーズンの
データが集まった。調査の方法は、鳥の生息
地であるマングローブ林において、潮の干満
に合わせて、ナワバリマッピング、巣の探索
を行い、見つけた巣には繁殖ステージに応じ
て、ビデオと CCDカメラを仕掛けて、寄生者
であるカッコウの托卵状況と、宿主の行動に
関するデータを取った。得られた結果をまと
めると、 
（１）宿主２種のテリトリーは安定していて、
毎シーズン、ほぼ同じつがいが同じ場所にナ
ワバリを持って、営巣した。 
（２）宿主２種について、毎シーズン、両種
とも２０個程度の巣を発見することが出来
た。 
（３）宿主２種に対するアカメテリカッコウ
の托卵率は、非常に高く、３０〜４０％の間
で推移した。 
（４）捕食率が高いため、カッコウのヒナ、
宿主のヒナとも巣立ち成功率は低かった。捕
食者はキミドリコウライウグイスとクロモ
ズガラスがビデオ撮影によって特定された。 
（５）今回の研究ではじめて明らかになった
非常に重要なことは寄生者のヒナを宿主の

親が積極的に排除するという事実である。 
（６）卵排除ではなく、ヒナを排除する行動
が進化するメカニズムについて、多重托卵が
頻繁にみられるような高い托卵率という状
況下での適応行動だと考えられる。現在、こ
の問題について、研究室のポスドク研究者ら
の協力を得て、数理モデルを作成中である。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
 当初、予想していなかった新しい発見があ
った点が、計画以上の進展だと考える。野外
調査のデータも統計的検定に耐えるだけの
サンプルサイズが集まり、４年間の研究計画
全体に対して、ほぼ８０％の達成率だと考え
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今年はまとめの年にして、論文をいくつか
発表する。そして次年度申請に向けて、シン
ポジウム、研究集会を行いつつ、発展的なテ
ーマを構築する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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